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2026年度公募制推薦入試の対策は、下表を参考にしてください。

受験対策可能な2025年度入試問題2026年度入試制度

公募制推薦入試【前期】 ［専願制］［併願制］ 小論文型 公募制推薦入試［専願制］

公募制推薦入試［併願制］Ａ方式

基礎能力試験型 英語 公募制推薦入試［併願制］Ｂ方式

国語

公募制推薦入試【後期】 ［専願制］ 基礎能力試験型 英語 公募制推薦入試［併願制］Ｂ方式

国語（選択）

基礎能力試験型 数学（選択）

※　異なる入試制度ですが、入試対策として参考にしてください。

一般入試［第1期］地歴・公民・数学
のうち数学※



2025年度　入試実施内容の解説とアドバイス／総合型選抜入試

■総合型選抜入試
制度の特色

総合型選抜は、高等学校からの推薦によらず、受験生自身の意思で出願し、受験生本人が記載するエントリーシー
ト（志望理由、入学後の学習計画等）や自己 PR 資料と、小論文またはレポート及び面接を組み合わせることによっ
て、受験生の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定することを目的とした入試制度である。これに
より、大谷大学では、本学の教育理念をよく理解し、本学で学ぶことに強い意欲を持った学生を受け入れる。

選考方法とその意図
2021 年度入試より総合型選抜として始まった本入試では、全ての審査をとおして、受験生の意欲・関心と各学

科の求める学生像、学びの特質との適合性（マッチング）を総合的に評価・判定する。2025 年度入試では、試験
日に先がけて、まず学長による本学の理念説明の動画配信が行われた。試験当日は学科（教育学科はコース）ご
とにアドミッション・ポリシーの説明と講義が実施され、その後、各学科・コースで独自にテーマ設定された小
論文課題に全受験生が取り組んだ。選考は、試験当日に学科講義を受講したうえで課される小論文と、出願時に
提出されたエントリーシート・自己 PR 資料・面接にて行われた。

入学後に各学科・コースで必要となる力を確認するため、講義の時間内に、グループワークやグループディスカッ
ションを課すなど、それぞれ学科・コースの学びの特性を生かした形式で行われた。

受験生へのアドバイス
総合型選抜入試のもっとも有効な対策は、オープンキャンパス※の各学科・コースの「学び紹介」と個別相談ブー

スでの説明に参加することである。あわせて、大学ホームページに掲載される「2026 年度総合型選抜入試対策（ポ
イント解説）」にて過去問題や各学科・コースからのアドバイスを確認しておくことが肝要である。試験当日は学科・
コースごとに特色ある課題が出題されるが、オープンキャンパスはそれらの具体的な説明を事前に確認できる貴
重な機会となる。「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー ＡＰ）」及び「学科の目標・学科が求める学
生像」についても、必ず確認しておいてほしい。

2025 年度入試では、「学科講義＋小論文」と「面接」の形式であったが、2026 年度入試からは「学科ワーク」+
「小論文またはレポート」+「面接」の形式となる。「学科ワーク」は、それぞれの学科・コースの学びの特性を生
かして、講義、グループワーク、グループディスカッション、もしくはそれらいずれかの組み合わせにて行われ、
学科ワークを受けたうえで、「小論文またはレポート」が課される。「小論文またはレポート」は、入学後に各学科・
コースで必要となる力を確認するために行う。例えば、学科ワークが「講義」で「小論文」を課される場合、講
義を聴いたうえで課題が提示されるので、課された内容の要点を整理し、自身の考えをまとめて文章作成すると
いう、高校までに培われた基本的な文章能力がまずは要求される。学科ワークが「グループワーク」「グループディ
スカッション」で「レポート」が課される場合、それらの取り組みを踏まえて自身が考えたことなどの文章作成
が課される。いずれも詳細は、オープンキャンパスにおける各学科・コースの「学び紹介」への参加や、大学ホー
ムページに掲載される「2026 年度総合型選抜入試対策（ポイント解説）」にて過去問題や各学科・コースからのア
ドバイスを確認してほしい。
「面接」では、主に意欲と適合性（マッチング）が問われる。自分が入学後に学びたいと思っていることと志望

する学科・コースの学びの内容が合致していることや、取得したいと思っている資格・免許がその学科・コース
で取得可能かどうかについて、よく確認したうえで出願してほしい。

いずれの方法も学科・コースの学びの特性に応じた内容でそれぞれ実施される。志望する学科・コースでの学
びに対する意欲・関心、適性を大いにアピールできるチャンスとなる。大切なことは、オープンキャンパスにお
ける各学科・コースの「学び紹介」あるいは個別相談ブースにて、自らの意欲・関心が志望する学科・コースの
求める学生像や学びと合致しているかを、十分確認しておくことである。

その他、事前提出書類に関するアドバイスとしては、まずエントリーシートは志望する学科・コースの学問領
域と自身の修学目的とのマッチングを十分に理解したうえで作成することが望ましい。作成のポイントについて
は、オープンキャンパスの学科・コースによる「学び紹介」等で説明するので、積極的な参加を勧める。

自己 PR 資料（提出は任意）については、様式などは問わない。志望する学科・コースの学びに連動、関連す
る内容が含まれていればよい。例えば、活動報告書、ポートフォリオ、取得した資格・検定やさまざまな活動、
経験を証明できるもののコピー、作品や成果物、その他自身で作成したものなどが対象となる。志望する学科・コー
スのために準備や努力してきたこと、これまで力をいれて取り組んできたことなどを存分にアピールしてほしい。

なお、2026 年度入試の実施内容や評価基準などの詳細については、『2026 年度入試ガイド』にて公表している
ので、確認してほしい。

※オープンキャンパスでの入試対策などのプログラム内容については、大学ホームページにて確認してほしい。
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2025年度　入試実施内容の解説とアドバイス／指定校制推薦入学制度

■指定校制推薦入学制度
制度の特色

本学が依頼した高等学校または中等教育学校の学校長の推薦にもとづき、学生を受け入れる入学制度である。
高等学校または中等教育学校に求める推薦条件のうち、「内発的な関心により読書し、物事をゆっくり時間をかけ
て粘り強く考え、深く理解しようと努め、それを明快に表現できる人物であること」にとりわけ特徴が示されて
いる。制度における取り組みを教育活動の一環として捉え、文章能力の錬成を図る意味をもつことから、総合型
選抜入試と並んで大谷大学の教育理念を反映した入学制度である。

取り組み内容とその意図
指定校制推薦入学制度は、以下の内容にて構成される。小論文作成は、2025 年度入学制度までは選考日当日に

面接とともに実施していたが、2026 年度入学制度からは入学前教育プログラムへ移行する。読書と小論文作成に
時間をかけ、より充実した学習とすることが目的である。
A．課題図書の精読

志願者へ選考日に先駆けて「読書ガイド」等とともに課題図書を送付し、志願者が小論文作成までに時間をかけ、
自分の力で課題図書を精読し、考えを十分に深めることができるようにしている。
B．事前講義
「課題図書の読み方及び小論文作成に関する講義」を志願者には、Web 配信している。課題図書の読み方や、

小論文作成についてのポイントを確認する講義となっている。
C．面接

出願書類とともに提出された志望理由書などに基づいて行われる。そのため、志望理由書は本頁の「受験生へ
のアドバイス」を確認のうえ、しっかりと作成してほしい。2025 年度入学制度までは、選考日当日に小論文を作
成後、引き続き面接を実施したため、面接では課題図書の理解度や自身が作成した小論文の内容に関する確認な
どが行われた。2026 年度入学制度では、面接日時点での課題図書精読の進捗状況などを確認する予定である。詳
しくは、各指定校へ送付する実施要項を確認してほしい。
D．小論文作成及び小論文指導（2026年度入学制度からは入学前教育プログラムにて実施）

①小論文作成
指定校制推薦入学制度では、課題図書の内容に基づいた小論文作成を必須としている。課題図書の精読、内
容理解、それらを根拠とした自身の考えを表す文章能力は、大学入学後に必要となるためである。
②小論文指導
作成された小論文には、自身の学習上の長所や短所を知って入学までの課題として認識できるよう、学科教
員が添削を加え、アドバイス・コメントを記入して出身高等学校等を通じて返却する。

受験生へのアドバイス
近年の課題図書は、社会問題を扱ったものや自叙伝などであった。小論文の設問は、課題図書を精読のうえ、

本全体を見渡し、大まかに内容を把握する力が要求されるものがみられる。１冊の課題図書を自力で読み通す力は、
大学入学後にも必要となるため、読書の習慣を身につけておいて欲しい。小論文は、要約と意見論述といった書
き方の基本的なルールを押さえるのも大切だが、実際に書いてみて繰り返しトレーニングを積むことが最大のポ
イントとなる。対策としては、オープンキャンパスにて実施される小論文型入試セミナーなどを積極的に活用し
てほしい。

また、面接では志望する学科・コースでの学びについて、どれだけ明確化しているかが鍵となってくる。自ら
の学びの関心が志望する学科・コースの内容と合致していることを確認しておくことが必須である。最善の対策は、
オープンキャンパスに参加することであり、志望する学科・コースの個別相談ブースにて自分自身でしっかりと
確かめておいてほしい。
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公募制推薦入試［専願制］　［講評］

〈11月17日実施〉

講評
課題文では、科学とは「信じる」ものではなく「誰にでも再現ができるもの」で、多数が確認することで科学

的に正しいものとなるという民主主義に類似した仕組みで成り立っており、「他者による再現性」を確認するため
には情報を公開することが必要である、と述べられている。

問１は、「著者の考えを 300 字以内で要約しなさい」という設問である。要約のポイントは以下の 3 点である。
⑴信じようが信じまいが、科学的か非科学的かの評価には影響しない。科学は「信じる」ものではない。
⑵科学とは「誰にでも再現ができるもの」で、この誰にでも再現できるというステップを踏むシステムこそが「科
学的」という意味である。偉い科学者でも一人で主張しているうちは「正しい」わけではなく、素人が見つけた
ものでも、多数の人が確認すれば、科学的に正しいものとなる。このように、科学というのは民主主義に類似し
た仕組みで成り立っており、この成り立ちだけを広義に「科学」と呼んでも良いくらいである。
⑶「他者による再現性」を確認するためには、他者が確かめることができるように情報を公開することが必要で、
結果だけを公開しても「科学」にはならない。

問 2 は、「著者の考えに対するあなたの意見を 500 字以内で述べなさい」という設問である。自分の意見を述べ
る際には、以下の 3 点がポイントとなる。
⑴著者の考えのうち、どのような箇所に着目したかを明示する。
⑵着目点を明示した上で、自分の意見を論理的に展開する。
⑶自分の意見の説得力を高めるために客観性のある事例を挙げる。

＜出典＞森博嗣『科学的とはどういう意味か』幻冬舎新書、2011

①出願に際しては出身高校の学校長の推薦を必要とする
②現役生、一浪生が受験可能
③出身学校における成績（50 点満点）と選抜試験（200 点満点）によって総合的に選考する（250 点満点）
④�小論文型の合格者は入学前教育プログラム（必須）を行う

公募制推薦入試［専願制］制度の概要

論文対策としては、「読んで書く」という作業の繰り返ししかない。
「読む」とは、他人の文章の真意と意図を理解することである。著者は何に対して賛成しており、何に対し

て反対しているのかを見抜く。読書するときには、次の展開や次の言葉を推理しながら読む訓練をしよう。
「書く」とは、自分の語彙を使って読み手を説得する論理的な文章を組み立てることである。的確に書くた

めの語彙や、論の根拠とする客観性のある事例も、読むことなしには身につかない。意味が曖昧な語、書け
ない漢字は、億劫がらずに辞書を引こう。

読まなければ書けない。しかし読んだだけで書かなければ、書けるようにはならない。他者に伝わる文章
を書くためには、たとえば「要約と自分の考え」を書いて、他の人に直してもらうことをすすめる。

繰り返し練習すれば、必ず上達する。がんばってほしい。

受験生へのアドバイス
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公募制推薦入試［専願制］　 課題 2024年11月17日実施
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〈11月15日実施〉

講評
　課題文では、「柔」は弾性と塑

そ

性に分けられ、人生訓上の「柔」は「弾性」がイメージされてきたが、自分のス
タイルを持つとそれが自分を縛るので、強い信念があるならば、自分の表現スタイルを敢えて持たずにおくあり
方を思考してはどうか、と述べられている。
　問１は、「著者の考えを 300 字以内で要約しなさい」という設問である。要約のポイントは以下の 3 点である。
⑴「柔」は弾性と塑

そ

性という二つの性質に分けられる。弾性とは、外部からの力で形を変えても、その力がなく
なれば元の形に戻ろうとする性質だが、塑性とは、外部から加わった力次第でそのつど形状を変化させる性質で
ある。
⑵人生訓上の「柔」は「弾性」をイメージして語られてきたが、塑性的であるとは、置かれた状況を極力客観的
に受け止め、適切に対応できる状態に自分をしておくことである。一方、弾性的に自分の形やスタイルを持つな
らば、そのスタイルが自分を縛り、他者の先入観にも縛られざるを得ない。
⑶強い信念があればこそ、総体としての自分は、決まったやり方や表現スタイルを敢えて持たずにおくあり方を
思考してはどうか。
　問 2 は、「著者の考えに対するあなたの意見を 500 字以内で述べなさい」という設問である。自分の意見を述べ
る際には、以下の 3 点がポイントとなる。
⑴著者の考えのうち、どのような箇所に着目したかを明示する。
⑵着目点を明示した上で、自分の意見を論理的に展開する。
⑶自分の意見の説得力を高めるために客観性のある事例を挙げる。

＜出典＞佐藤卓『塑する思考』新潮社、2017

〈11月16日実施〉

講評
　課題文では、欧米社会は能力不平等感に基づき、自分の意志だけではコントロールできない要素があることが
前提だが、能力平等感に基づく日本社会では皆が同じ伸縮性を備えていることが前提になり、自分の限界を超え
てしまう危険があるため、「これ以上は頑張れない」と自分に言い聞かせられることは建設的である、と述べられ
ている。
　問１は、「著者の考えを 300 字以内で要約しなさい」という設問である。要約のポイントは以下の 3 点である。
⑴他の国の言語には、日本語の「頑張る」とピタリと一致する言葉はない。欧米社会でも本人の努力は重んじら
れるが、自分の意志だけではコントロールできない要素があることが前提になっている。一方、日本社会では自
己責任が強調され、努力自体を美徳と捉える。
⑵自分という輪ゴムの弾性の領域を知ることは人生の大きな課題である。能力平等感をベースにした社会は、誰
しも同じ伸縮性を備えていることが前提になるから危険である。
⑶自身の伸び幅を認識したうえで、できる範囲で「頑張る」ならば精神に過剰な負荷をかけずに済み、そのこと
は極めて建設的である。
　問 2 は、「著者の考えに対するあなたの意見を 500 字以内で述べなさい」という設問である。自分の意見を述べ
る際には、以下の 3 点がポイントとなる。
⑴著者の考えのうち、どのような箇所に着目したかを明示する。
⑵着目点を明示した上で、自分の意見を論理的に展開する。
⑶自分の意見の説得力を高めるために客観性のある事例を挙げる。

＜出典＞パントー・フランチェスコ『日本のコミュニケーションを診る　遠慮・建前・気疲れ社会』光文社新書、
2023

①出願に際しては出身高校の学校長の推薦を必要とする
②現役生、一浪生が受験可能
③出身学校における成績（50 点満点）と選抜試験（200 点満点）によって総合的に選考する（250 点満点）
④�小論文では、一般的な文章読解能力と、自分の考えをまとめ表現する文章作成能力を求める
⑤英語、国語では、高等学校での履修について基礎的な能力を求める

公募制推薦入試［併願制］制度の概要

公募制推薦入試［併願制］　Ａ方式＝小論文型　［講評］
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公募制推薦入試［併願制］　Ａ方式＝小論文型　［講評］

論文対策としては、「読んで書く」という作業の繰り返ししかない。
「読む」とは、他人の文章の真意と意図を理解することである。著者は何に対して賛成しており、何に対し

て反対しているのかを見抜く。読書するときには、次の展開や次の言葉を推理しながら読む訓練をしよう。
「書く」とは、自分の語彙を使って読み手を説得する論理的な文章を組み立てることである。的確に書くた

めの語彙や、論の根拠とする客観性のある事例も、読むことなしには身につかない。意味が曖昧な語、書け
ない漢字は、億劫がらずに辞書を引こう。

読まなければ書けない。しかし読んだだけで書かなければ、書けるようにはならない。他者に伝わる文章
を書くためには、たとえば「要約と自分の考え」を書いて、他の人に直してもらうことをすすめる。

繰り返し練習すれば、必ず上達する。がんばってほしい。

受験生へのアドバイス

公
募
制
推
薦
入
試［
専
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試　

Ｂ
方
式

［
併
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

２
０
２
5
年
度
入
試
実
施
内
容

7

公
募
制
推
薦
入
試
Ａ
方
式

［
併
願
制
］

講
評



2024年11月15日実施公募制推薦入試［併願制］　Ａ方式＝小論文型　 課題
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2024年11月16日実施公募制推薦入試［併願制］　Ａ方式＝小論文型　 課題
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公募制推薦入試　B方式＝２教科型　［講評］　 英語

①出願に際しては出身高校の学校長の推薦を必要とする
②現役生、一浪生が受験可能
③出身学校における成績（50 点満点）と選抜試験（200 点満点）によって総合的に選考する（250 点満点）
④�小論文では、一般的な文章読解能力と、自分の考えをまとめ表現する文章作成能力を求める
⑤英語、国語では、高等学校での履修について基礎的な能力を求める

公募制推薦入試［併願制］制度の概要

〈11月15日実施〉

出題意図
マークシート方式を採用しており、英語の基礎的な知識と読解力を確認することをねらいとしている。出題者

が受験生に求めていることは主に次の点である。
●�基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
●�語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
●英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

講評
1　長文総合問題。英文要旨：近年河の水が減少し、水の使い方を改めなければ、世界の多くの人が水不足に

直面することについて考察されている。
設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ swell は「増大する」という意味で、最も近いのはウ。⑵の

drastically は「大幅に」という意味で、最も近いのはイ。
設問２　空所補充問題。空所 A は地球は水で表面を覆われているという意味で surface となる。空所 B は melt

を入れることで「氷河が溶ける」という意になる。空所 C は prosperity が入り「平和と繁栄」という並列語になる。
設問３　第１段落３〜４行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはウ。
設問４　第２段落２〜３行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはア。
設問５　第３段落２〜３行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはア。
設問６　第５段落３〜４行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはイ。
設問７　第６段落１行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはア。
2　会話文の問題。映画をどこで見るか、洋画の日本語サブタイトルについて話し合っている。
設問１　空所補充問題。空所 A は Molie は週末映画を見に行こうと Sota を誘っている。しかし Sota は映画は

オンラインの配信サービスで見られると言っている。よって正答はア。空所 B は Molie が映画館で映画を見る利
点を述べているので、正答はア。空所 C は英語から日本語への翻訳とスクリーンに収まる言葉の数について話し
ているので、正答はウ。

設問２　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ subscribe to は「契約する」・「入会する」の意味で、正答はウ。
⑵ lines には「せりふ」という意味があり、正答はウ。⑷ matching は文字通り「マッチする」（合わせる）という
意味で、正答はア。

設問３　下線部⑶の characters は「文字」という意味で、正答はウ。
設問４　本文の内容に合うものを選択する問題。Sota は映画の配信サービスで英語の勉強ができると言ってい

るので、正答はイ。
設問５　本文の内容に合うものを選択する問題。Sota は Molie の意見をだんだん理解していくので、Sota 

somewhat agreed という表現が適切である。よって正答はイ。
3　短文空所補充問題。１は、過去の習慣をたずねているので used to ＋動詞となり、正答はア。２は、仮定

法過去形を用いるので、正答はウ。３は、「木材建築」という意味で、正答はエ。４は、バスが時間に正確に来る
という意味で、正答はエ。５は、「無料で」の慣用句 free of charge となるので、アが正答。６は、「通り雨にあっ
た」という表現は caught in a shower なので、正答はウ。７は、理由を示す「だから〜なんです」は That’s why
で、正答はエ。８は、「断る」を示す単語で、正答はイ。

4　並べ替えの問題。１は、「時間はほとんど残されていない」を言い換えると「少しの時間が残されている」
ということになり、little time となる。２は、疑問文だが文中のため倒置法となり主語、述語の順序となる。３は、
take 〜 for granted で「〜を当たり前と考える」という意味となる。
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公募制推薦入試［併願制］　B方式＝２教科型　［講評］　 英語



〈11月16日実施〉

出題意図
マークシート方式を採用しており、英語の基礎的な知識と読解力を確認することをねらいとしている。出題者

が受験生に求めていることは主に次の点である。
●�基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
●�語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
●�英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

講評
1　長文総合問題。英文要旨：新聞が社会や政治に与えてきた影響を考え、紙の新聞は廃れていくが、電子版

として存続することを考察している。
設問１　空所補充問題。空所 A は「気づいている」・「意識している」の意味で、正答はア。空所 B は「キャリ

アをはじめる」の意味で、正答はイ。空所 C は「メディアの様々なかたち」という意味で、正答はウ。
設問２　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ struggle は「闘争」・「苦闘」という意味で、最も近いのはア。

⑵ more or less は「程度の差はあるが」という意味で、最も近いのはウ。
設問３　第２段落１〜５行目に書いてあるように、本文の内容に合わないものはウ。
設問４　第３段落７〜９行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはイ。
設問５　第４段落１〜３行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはウ。
設問６　第５段落１〜５行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはア。
設問７　第４段落３〜４行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはウ。
2　会話文の問題。タイへの海外旅行から帰った Yuki が Brendan と外国語習得と異文化経験の関係を話し合っ

ている。
設問１　空所補充問題。空所 A は海外旅行をして地元の人との出会いについて話しているので、正答はイ。空

所 B はアプリを使って外国人とコミュニケーションが取れるようになったことについて話しているので、正答は
イ。空所 C は翻訳機械の機能制限について話しているので、正答はア。

設問２　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ handy は「便利な」という意味で、正答はア、⑶ equivalent は「匹
敵する」という形容詞で、正答はイ、⑷ describe は「描写する」・「説明する」という意味で、正答はイ。

設問３　⑵の respects は「〜の点で」という意味で、正答はイ。
設問４　本文の内容に合うものを選択する問題。Yuki はタイに旅行し言語の違いを体験したことで異文化への

理解が深まったので、正答はウ。
設問５　本文の内容に合うものを選択する問題。会話の最後で他国の言語・文化を知ることで自国の文化を客

観的に見られるようになると話しているので、正答はア。
3　短文空所補充問題。１は、現在完了形となり、正答はウ。２は、as if 構文で過去の事について記述してい

るため過去完了形となり、正答はエ。３は、動名詞が入り、正答はア。４は、「多数決」の意味で、正答はイ。５は、
前節の文脈から「したがって」の意味となり、正答はエ。６は、「最近とても忙しい」ので来られるか分からない
という意味で、正答は未来形のエ。７は、「祝日を祝う」という文脈で、正答はイ。８は、「あなたには関係ない」
という慣用句は none of your business で、正答はア。

4　並べ替えの問題。１は、Be 動詞と前置詞 through で「〜が終わる」という意味。２は、比較級で no other 
の後に名詞が続く。３は、「手を貸してください」の慣用句は give me a hand となる。

公募制推薦入試［併願制］　B方式＝２教科型　［講評］　 英語
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〈11月17日実施〉

出題意図
マークシート方式を採用しており、英語の基礎的な知識と読解力を確認することをねらいとしている。出題者

が受験生に求めていることは主に次の点である。
●基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
●語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
●英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

講評
1　長文総合問題。英文要旨：リーバイスのジーンズの起源とジーンズの進化を扱い、ジーンズが今でも人気

がある理由を考察している。
設問１　空所補充問題。空所 A はジーンズの「素材」を変えたという意味になり、正答はイ。空所 B はリーバ

イスは他のジーンズのメーカーと「一線を画した」という意味で、正答はア。空所 C は「様々な要因が重なり」
という意味で、正答はア。

設問２　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ここでの loose は「ゆったりとした」という意味で、最も近いの
はウ。⑵ casual は文字通り「形式ばらない」という意味で、最も近いのはウ。

設問３　第２段落３〜５行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはア。
設問４　第３段落１〜２行目に書いてあるように、正しいものはウ。
設問５　第４段落２〜５行目に書いてあるように、本文の内容に合うものはウ。
設問６　第５段落１行目に書いてあるように、本文の内容に合わないものはア。
設問７　アは第６段落３行目の記述と矛盾し、ウは第３段落と第５段落の記述と矛盾するので、正答はイ。
2　会話文の問題。Fiona と Mei が期末試験が終わったので何をするか話し合っている。
設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ urban は 「都会的な」という意味で、正答はア。⑵ architecture 

は「建築」のほかに「構造」という意味もあり、正答はイ。⑷ being experimented with は「試験的に」という意
味で、正答はウ。

設問２　空所補充問題。空所 A は期末試験が終わったのでもう一生懸命勉強しなくてもいいという意味で、正
答はイ。空所 B は地方での公共交通機関に関する問題を指摘していて、正答はイ。空所 C は免許をとりたての
Mei が Fiona に一緒にきてほしい理由を述べているので、正答はア。

設問３　operate にはコンピュータなどの機器を動かす、大きな機械などを動かす、手術する、の３つの意味が
あり、正答はイ。

設問４　本文の内容に合うものを選択する問題。Fiona は日本の公共交通機関を高く評価しているので、正答は
ウ。

設問５　本文の内容に合うものを選択する問題。Mei は I want to take them wherever they want to go と言っ
ているので、正答はイ。

3　短文空所補充問題。１は、現在完了受動態となり、正答はエ。２は、cannot be said too often は「強調し
てもしすぎることはない」という意味で、正答はエ。３は、何が起きても気持ちは変わらないという意味で、正
答はア。４は、使役形が使われているので、正答はイ。５は、現在完了形で継続の始まりを示すため、正答はア。
６は、文脈から「称賛する」・「敬服する」の意味の admire が入り、正答はア。７は、tourist destination という
成句で、正答はイ。８は、ガラスは壊れやすいので扱いに気をつけるという趣旨で、正答はエ。

4　並べ替えの問題。１は、I had no idea に which way が続く。２は、as much 〜 as の構文。３は、remind 
me of 〜が「思い出す」の表現となる。

出題者が受験生に求めているのは、オーソドックスな学習の成果であり、出題した問題はすべて高校の教
科書をきちんと理解する力がついていれば十分に解ける問題であると考えている。がんばってほしい。

ただし、「きちんと」理解できることが重要であり、「なんとなくわかる」というレベルでとどまらないよ
うにしてほしい。基本的な単語・熟語の習得はもちろんのこと、英文の構造をしっかり把握して、一つ一つ
を論理的に正確に理解していくことが、外国語学習においては特に重要である。

受験生へのアドバイス
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〈11月15日実施〉

出題意図
前年同様、現代文のみの大問２題。1は語彙力を問う問題 10 問、2は文章読解力を問う問題 15 問、全 25 問で

実施した。高等学校で学習する内容を基盤とし、大学での学びに必要な知識問題、及び文章内容を理解する力が
あるかどうかを確認するための問題を出題した。解答形式も前年同様、すべて選択式である。

2は、4,000 字あまりの説明的な内容をもつ文章を出題した。筆者の論述に従いながら、各段落の意図を把握し
つつ、その理解が文章全体にまでひろげられるか、また自身が読み取ったことをもとに、問われていることにつ
いて適切な解答を導き出せるかという 2 点に重点を置いて出題している。その過程において、当然漢字を読み書
きする力や基本的な語句の意味、慣用句の知識なども必要になってくる。

11 月 15 日は阿部公彦氏『病んだ言葉　癒やす言葉　生きる言葉』から出題した。課題文の要点は以下のとおり。
まず、「何か意見はありますか？」と声をかけても、なかなか手を挙げる人がいないという場面を紹介し、言葉

を発する際には「ためらい」があると述べる。そしてそのような「ためらい」をのり超えるためには、誰かに向
けて書くという方法や、五七調などの制度にのっとって表現するなど、さまざま方法があるとする。そのうえで、
詩にはそのような方法が一切ない、いわば恥ずかしいままであることを述べ、なぜ詩は恥ずかしいのか、恥ずか
しいとはどういうことなのか、私性の露出の歴史的経緯や、詩が恥ずかしさや叙情にどのように向かってきたの
かという問題について論述を進めていく。やや抽象度の高い議論を読みこなせるかどうかが問われる文章である。

講評
1は語彙力を問う問題。単語の意味を問う①②、漢字の二字熟語の類義語・対義語・組み立てを問う③④⑤、

慣用表現を問う⑥⑦、四字熟語を完成させる⑧、四字熟語の意味を問う⑨、助詞の意味・用法を問う⑩。いずれ
も基本的な知識を問うものである。

2は、長文読解を主眼として、漢字の表記を問う⑪⑫⑬⑭⑮、語や文節を空欄補充により問う⑱⑲�、語や文
節の意味を問う��、内容理解を問う⑯⑰⑳��によって構成されている。

内容について、⑯は、言葉を発する際の「心理的な山」について、その山を乗り越えるのにどのような方法が
あるとしているかを問う問題。傍線部の後の文章をよく読めば答えられる。⑰は詩と歌がどのように違うと説明
されているかを問うが、これも傍線部の後の文章に記されていることを読み取れば答えられる。⑳は近代詩にお
ける私性の露出がどのような経緯で進んだか、傍線部の前の文章を的確に読解できているかを問うている。�は、
傍線部の前に提示されている谷川俊太郎の詩を理解し、そのうえでこれを「実にひねりの効いたやり方で、恥ず
かしいはずのものに屈服してみせてもいる」と評価する筆者の意図を問う問題であり、やや難易度が高い。だが
誤答の選択肢には明確な誤りの要素があるため、選択肢をよく読めば解答できる。�は全体の内容要約を問う設
問であり、選択肢はどれも課題文の一部を取って文を構成しているため解答に迷うが、課題文の中心的なテーマ
である「恥ずかしさ」をどのように記述しているかに注目すれば正答に行き着くことができる。
（○内の数字はマークシート解答番号を表す）

〈11月16日実施〉

出題意図
前年同様、現代文のみの大問２題。1は語彙力を問う問題 10 問、2は文章読解力を問う問題 15 問、全 25 問で

実施した。高等学校で学習する内容を基盤とし、大学での学びに必要な知識問題、及び文章内容を理解する力が
あるかどうかを確認するための問題を出題した。解答形式も前年同様、すべて選択式である。

2は、4,000 字あまりの説明的な内容をもつ文章を出題した。筆者の論述に従いながら、各段落の意図を把握し
つつ、その理解が文章全体にまでひろげられるか、また自身が読み取ったことをもとに、問われていることにつ
いて適切な解答を導き出せるかという 2 点に重点を置いて出題している。その過程において、当然漢字を読み書
きする力や基本的な語句の意味、慣用句の知識なども必要になってくる。

11 月 16 日は山竹伸二氏の『共感の正体』から出題した。課題文の要点は以下のとおり。
共感は人間に特有の現象なのだろうか？と問いを立て、ラットやチンパンジーやボノボの実験例や観察記録を

挙げて、どこからが共感であり、共感とはどのような作用なのか、具体的に解説していく文章である。特色は、
共感につながる動物たちの行動や反応を「情動の伝染」、「他者への気遣い」、「心的分離に基づく利他的行為」といっ
た各段階に分けて評価している点であり、その論脈を読み取れるかがポイントになる。あわせて共感について学
術界の理解がどのように変遷していったのかを記しており、具体的な事例説明と論脈を組み合わせて理解ができ
ているのか、さらにそこから筆者の主張を適切に読み取れているのかが読解のポイントになる。

講評
1は語彙力を問う問題。単語の意味を問う①②、漢字の二字熟語の類義語・対義語・組み立てを問う③④⑤、

慣用表現を問う⑥⑦、四字熟語を完成させる⑧、四字熟語の意味を問う⑨、助詞の意味・用法を問う⑩。いずれ
も基本的な知識を問うものである。

2は、長文読解を主眼として、漢字の表記を問う⑪⑫⑬⑭⑮、語や文節を空欄補充により問う⑰���、語や
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文節の意味を問う⑲、内容理解を問う⑯⑱⑳��によって構成されている。
内容について、⑯はラットの行動を筆者がどう評価しているかを問う問題であり、傍線部を含む段落と次の段

落に書いてあることを適切に読み取れれば答えられる。⑱は共感はすべて「利己的」であるのか？という課題文
の問題提起についてであるが、傍線部以降の３つの段落に書いてあることを読解できれば、答えを導きだせる。
⑳はボノボの行動をどう評価しているか、筆者の考えを読み取ることを求めるもので、答えは傍線部の３段落後
ろに明記されているが、傍線部から少し離れたところまで読み取って理解することが求められる。�も同様に傍
線部の近くだけでなく、傍線部以降の文章すべてを読解することが求められるため、⑳�は少し難易度が高い。
�は全体の内容要約を問う設問であり、選択肢はどれも課題文の一部を取って文を構成している。課題文の趣旨
である、共感についての段階的説明を理解していることがポイントとなる。
（○内の数字はマークシート解答番号を表す）

〈11月17日実施〉

出題意図
前年同様、現代文のみの大問２題。1は語彙力を問う問題 10 問、2は文章読解力を問う問題 15 問、全 25 問で

実施した。高等学校で学習する内容を基盤とし、大学での学びに必要な知識問題、及び文章内容を理解する力が
あるかどうかを確認するための問題を出題した。解答形式も前年同様、すべて選択式である。

2は、4,000 字あまりの説明的な内容をもつ文章を出題した。筆者の論述に従いながら、各段落の意図を把握し
つつ、その理解が文章全体にまでひろげられるか、また自身が読み取ったことをもとに、問われていることにつ
いて適切な解答を導き出せるかという２点に重点を置いて出題している。その過程において、当然漢字を読み書
きする力や基本的な語句の意味、慣用句の知識なども必要になってくる。

11 月 17 日は廣野由美子氏『ミステリーの人間学』から出題した。課題文の要点は以下のとおり。
この文章は、探偵小説は文学であるか？という議論について、さまざまな立場の考え方があることを順次紹介

していくものである。まず、探偵小説は文学でも芸術でもないという立場、探偵小説は文学であり芸術であると
する立場、その中間で部分的に芸術性を認める折衷派的立場のそれぞれの考え方が紹介され、そのうえで探偵小
説は何を達成するもので、そのためにどのような点が重要なのかという問題提起がある。これに対し、筆者は人
間の弱点や人間性の暗部に迫ることができていることが重要だと述べている。課題文が平易な分、設問や選択肢
に工夫を凝らす形となり、結果として少々難易度が高くなっている。

講評
1は語彙力を問う問題。単語の意味を問う①②、漢字の二字熟語の類義語・対義語・組み立てを問う③④⑤、

慣用表現を問う⑥⑦、四字熟語を完成させる⑧、四字熟語の意味を問う⑨、助詞の意味・用法を問う⑩。いずれ
も基本的な知識を問うものである。

2は、長文読解を主眼として、漢字の表記を問う⑪⑫⑬⑭⑮、語や文節を空欄補充により問う⑱⑲��、語や
文節の意味を問う�、内容理解を問う⑯⑰⑳��によって構成されている。

内容について、⑯は文学でも芸術でもないとする立場について問うており、次の段落も含めて傍線部の後ろを
丁寧に読めば答えられる。⑰は文学、芸術であるとする立場について問うているが、同じく傍線部の後ろの部分
を読解できれば答えにいたる。⑳は筆者自身の考えを読み取ることができているかを問う問題だが、該当箇所が
やや離れているため、同ページの下段全体を注意深く読むことが必要である。�も傍線部の直後は実例が続くた
め筆者の考えが記されているところまで広く読む必要がある。�は全体の内容要約を問う設問である。課題文の
内容と異なる要素が入っている選択肢を注意深くはずせば、消去法で正答をみつけられるはずである。
（○内の数字はマークシート解答番号を表す）

説明的な内容を持つ文章には、筆者の主張を直接書いている部分と、それを、説得力をもって他者に伝え
るために根拠を示した部分がある。根拠の部分には、具体的な事例や、他の人の見解、筆者の経験などさま
ざまな要素が入るが、大切なのはそれが何のために記されているかを読み取ること。説明的な文章を適切に
読み取るためには、そうした文章の構造を理解している必要がある。国語の授業だけでなく、日常的に文章
を読む時、あるいは人の話をきく場合に、どこが主張で、どこが根拠で、この場合この根拠はどのように主
張とつながっているのか、などと確かめながら理解するようにしてほしい。できれば自分が話をしたり文章
を書いたりする時などにも、どのように主張し、どのように根拠を示せば説得力が生まれるのか、意識して
みてほしい。

説明的な文章は特別なものではない。他者に自己の主張を届けようとする言葉は日常に溢れている。少し
構造を意識すれば、格段に理解しやすくなるはずなので、がんばって学習してほしい。

受験生へのアドバイス

公募制推薦入試［併願制］　B方式＝２教科型　［講評］　 国語

公
募
制
推
薦
入
試　

Ａ
方
式

［
併
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

２
０
２
5
年
度
入
試
実
施
内
容

14

公
募
制
推
薦
入
試［
専
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試
Ｂ
方
式

［
併
願
制
］

講
評



2024年11月15日実施公募制推薦入試［併願制］　B方式＝２教科型　［問題］　 英語

（出典：�Reading For The Real World Intro 4th edition by Peggy Anderson, Sam Robinson, 2022）
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2024年11月15日実施
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2024年11月16日実施

（出典：�Reproduced by permission of Oxford University Press from Wide Angle 4 (c) Oxford University 
Press 2019.）
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2024年11月17日実施

（出典：�Reproduced by permission of Oxford University Press from Wide Angle 4 (c) Oxford 
University Press 2019.）
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英語11月15日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 ウ 4
2 イ 4
3 ウ 4
4 イ 4
5 ウ 4
6 ウ 5
7 ア 5
8 ア 5
9 イ 5
10 ア 5
11 ア 3
12 ア 3
13 ウ 3
14 ウ 3
15 ウ 3
16 ア 3
17 ウ 3
18 イ 4
19 イ 5
20 ア 2
21 ウ 2
22 エ 2
23 エ 2
24 ア 2
25 ウ 2
26 エ 2
27 イ 2
28 ア 3

（完答）29 エ
30 エ 3

（完答）31 ウ
32 ウ 3

（完答）33 イ

英語11月16日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 ア 4
2 イ 4
3 ウ 4
4 ア 4
5 ウ 4
6 ウ 5
7 イ 5
8 ウ 5
9 ア 5
10 ウ 5
11 イ 3
12 イ 3
13 ア 3
14 ア 3
15 イ 3
16 イ 3
17 イ 3
18 ウ 4
19 ア 5
20 ウ 2
21 エ 2
22 ア 2
23 イ 2
24 エ 2
25 エ 2
26 イ 2
27 ア 2
28 エ 3

（完答）29 イ
30 ア 3

（完答）31 ウ
32 エ 3

（完答）33 ア

英語11月17日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 イ 4
2 ア 4
3 ア 4
4 ウ 4
5 ウ 4
6 ア 5
7 ウ 5
8 ウ 5
9 ア 5
10 イ 5
11 ア 3
12 イ 3
13 ウ 3
14 イ 3
15 イ 3
16 ア 3
17 イ 3
18 ウ 4
19 イ 5
20 エ 2
21 エ 2
22 ア 2
23 イ 2
24 ア 2
25 ア 2
26 イ 2
27 エ 2
28 エ 3

（完答）29 ウ
30 イ 3

（完答）31 ア
32 ア 3

（完答）33 イ

国語11月15日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 イ 3
2 ア 3

3 ウ 3

4 ア 3

5 エ 3

6 ウ 3

7 イ 3

8 ウ 3

9 イ 3

10 ア 3

11 ウ 2

12 エ 2

13 イ 2

14 エ 2

15 ア 2

16 ウ 6

17 エ 6

18 ウ 6

19 ウ 6

20 エ 6

21 ア 6

22 ア 5

23 イ 6

24 エ 6
25 ウ 7

国語11月16日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 エ 3
2 ア 3

3 エ 3

4 ウ 3

5 イ 3

6 エ 3

7 ウ 3

8 ア 3

9 エ 3

10 イ 3

11 イ 2

12 ア 2

13 イ 2

14 ア 2

15 ウ 2

16 エ 6

17 ア 6

18 イ 6

19 ア 5

20 ウ 6

21 ア 6

22 ウ 6

23 エ 6

24 ア 6
25 ウ 7

国語11月17日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 イ 3
2 エ 3

3 エ 3

4 ア 3

5 イ 3

6 ア 3

7 イ 3

8 ウ 3

9 ア 3

10 ア 3

11 ウ 2

12 イ 2

13 ウ 2

14 ア 2

15 エ 2

16 エ 6

17 ウ 6

18 ウ 6

19 ア 6

20 エ 6

21 エ 6

22 ウ 6

23 エ 6

24 ア 5
25 イ 7
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①高等学校で履修する科目について、高等学校卒業相当の知識をもつ者を求める
②３教科型（英語、国語、地歴・公民・数学［選択科目］）は合計 300 点満点（各教科 100 点満点）
③２教科型（英語、国語）は合計 200 点満点（各教科 100 点満点）
④英・数型（英語、数学）は合計 200 点満点（各教科 100 点満点）

一般入試［第1期］制度の概要

〈２月4・5・6・7日実施〉

出題意図
一般入試［第 1 期］では、マークシート方式を採用し、英語の基礎的な知識と読解力を確認することをねらい

としている。出題者が受験生に求めているのは主として次の点である。
●基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
●語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
●英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

講評
4 日間を通じて出題形式は共通である。以下、2 月 5 日の試験にそって講評する。
1　長文総合問題。英文要旨：自動運転の自動車を造りたいという思いは 1930 年代から存在しているが、それ

を実現するための技術開発は容易ではない。現在アメリカ合衆国では多くの州で公道での実証実験が始まってお
り、期待されている利点もある一方、深刻な懸念もある。自動運転は近い将来実用化されるであろうが、どれほ
どの役割を果たすことになるかは、まだ分からない。

設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ predict は「～を予測する」という意味の動詞で、正答はイ。⑵ 
adjust「～を調節する」という意味の動詞で、正答はア。⑶ issue は「～を発行する」という意味の動詞で、正答
はア。

設問２　空所補充問題。空所 A には「必要性」を意味する need が入る。この文は、運転免許を持たない子ど
もが一人で乗ることができるようになるという、自動運転の利点を述べている文である。空所 B には「～が原因で」
という意味の due to が入る。空所 C には「～にはほど遠い」という意味の far from が入る。ここでは、前の文の
serious concerns（深刻な懸念）の具体例が述べられている。

設問３　下線部⑷の work は「（正しく）作動する」という意味の動詞。正答はイ。
設問４　下線部の意味を選択する問題。（あ）public opinion は「世論」という意味。mixed は「賛否両論入り

混じっている」という意味。at best は「せいぜい」。正答はウ。（い）concern は「心配、懸念」という意味。
when it comes to ～は「～に関しては」という意味の熟語。正答はア。（う）see A as B は「A を B とみなす」
という意味。means は「手段」という意味の名詞。正答はア。

設問５　本文の内容に合う英文を選択する問題。第 3 パラグラフの 4 ～ 7 行目で、大半の交通事故は人間の不
注意な行動が原因であり、自動運転が実現すればそのような状況が解消すると述べられている。正答はイ。自動
運転の公道での実験は、アメリカのすべての州で行われているとは書かれていない。また、自動運転が実現しても、
自分で運転する楽しみを手放そうとしない人々もいるであろうということが、第４パラグラフで述べられている。

2　会話文の問題。Davidからバスケットボールチームをやめてテニスチームに入ったことを聞いたGeorgiaが、
驚いて事情を尋ねている。

設問１　下線部の語句の意味を選択する問題。⑴ actually は「実は、実際は」という意味で、正答はア。⑷ こ
の kind of は口語的な表現で「ちょっと」という意味。正答はウ。⑸ cheer for〜は「～に声援を送る」という意
味で、正答はア。

設問２　空所補充問題。空所 A については、「チームをやめさせられたのか」と尋ねた Georgia に対し、David
がそれとは違う理由をこたえていることから考える。正答はウ。空所 B は、その後に David が、彼がチームをや
めたときのチームメイトの様子について、「しかし理由を説明したらわかってくれた」と述べていることから考え
る。チームメイトは最初からすんなり受け容れたわけではないことが分かる。正答はウ。空所 C については、
David のチームの応援ために横断幕を作ったと言う Georgia に対して、David が “We can still use it on Friday.”
と言っていることから考える。David が “we”を主語として使ったのは、自分も応援に行く意思があるからだと
推測できる。正答はア。

設問３　下線部の意味を選択する問題。⑵は「バスケットボールが上手な息子を持つことが私の父の夢だった」
という意味で、最も近いのはウ。⑶は「結局は君の人生だ」という意味で、正答はイ。⑹は「僕は参加するよ」
という意味で、正答はア。

設問４　本文の内容に合うものを選択する問題。下線部⑶の前の文で、Georgia は David に「君は自分が幸せ
になれることをしなければならない」と言っている。この部分の内容がイと一致する。

3　短文空所補充問題。1. 「まだ～していない」という意味の否定文で使われるのは yet である。正答はエ。2. 
to be frank with you で「率直に言うと」という意味になる。正答はウ。3. 正答はアで、「あなたの家族によろし
くお伝えください」という意味になる。regards は「よろしく」というあいさつ。4. 正答はイ。seat は動詞では「～
を座らせる」という意味。be seated で「座る、座っている」という意味になる。5. prohibit A from ～ ing で「A
が～するのを禁止する」という意味になる。正答はイ。6. 正答はア。serve は「（食べ物や飲み物）を出す」とい
う意味。

4　並べかえの問題。1. very busy preparing for という順になる。be busy ～ ing は「～するのに忙しい」とい
う意味。2. There is much to be learned で「学ぶべきことがたくさんある」という意味になる。3. with her idea 
to some という順になる。to some extent は「ある程度まで」という意味。

一般入試［第１期］　［講評］　 英語

出題者が受験生に求めているのは、オーソドックスな学習の成果であり、高校のリーディングの教科書が
きちんと理解できる力がついていれば解ける問題であると考えている。

ただし、「きちんと」理解できることが重要であり、「なんとなくわかる」というレベルでとどまらないよ
うにしてほしい。基本的な単語・熟語の習得はもちろんのこと、英文の構造をしっかり把握して、一つ一つ
を論理的に正確に理解していくことが、外国語学習においては特に重要である。

受験生へのアドバイス
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一般入試［第１期］　［講評］　 国語

〈２月４・５・６・７日実施〉

出題意図
一般入試［第１期］の問題は、例年と同じく大問２題からなる。
大問１は四字熟語の完成、漢字の部首名の把握、漢字熟語の組み立てや音訓の理解、慣用句や文法、近現代文

学史の知識など、基礎的な国語力を問う小問９題から構成されている（約４割）。
大問２は読解問題であり、4,000 ～ 4,500 字程度の説明的文章（論説文）を、正しく読み取ることができるかを

問う小問 15 題を設けている（約６割）。なお読解の前提として本文中の漢字の表記について問い、そのうえで著
者の主張への理解を問うという構成になっている。

いずれの問題も、大学入学後に必要な国語力を試すものである。

講評
大問１については、基礎的な国語知識が問われるため、日頃から四字熟語や慣用句など、知っている語彙を増

やしておくことが重要である。また漢字熟語の構造など、言葉の成り立ちに関心を持っていることが望まれる。
近現代文学史については、高等学校の国語の教科書や便覧に載っている範囲で出題されているため、それらをよ
く見ておくことが必要である。

大問２で出題した長文の内容について、日程ごとに以下に述べる。
いずれの文章も、軸となるテーマがあり、そのテーマを論じるために先人の見解や、実例が紹介、解説される

という構造を持つ。そのため、まずは文章の軸を理解することが読解のポイントとなる。
２月4日は、白井聡『今を生きる思想　マルクス　生を呑み込む資本主義』（講談社現代新書 2023 年）から出

題した。この文章のテーマは冒頭に示されている。すなわち、ある社会がどのような社会になれば、その社会を「資
本主義的生産様式が支配的である社会」、すなわち資本主義社会である、と見なすことができるか？である。著者は、
このテーマに沿ってマルクスの主張を紹介しつつ論を展開している。マルクスの主張は言いまわしなどが一見難
解であるが、よく読めば著者が丁寧に説明、解説していることがわかるはずである。マルクスの言葉の難解さに
惑わされず、著者の説明をいかに読み取るかが読解のポイントとなっている。

２月5日は、宇野邦一『非有機的生』（講談社選書メチエ 2023 年）から出題した。この文章の軸となるテーマは、
20 世紀美術に大きな影響を与えた芸術家マルセル・デュシャンの「芸術係数」である。まずは、著者の解説にし
たがって、芸術の理解や鑑賞に「係数」を当てはめようというデュシャンの、やや抽象的な主張を読み解かなけ
ればならない。だが、よく読めば、じつは著者は「芸術係数」を全面的に信頼してこれを勧めているわけではない。
またデュシャン自身も「芸術係数」を万能な指標として提案しているのではなく、これを提起することによって、
芸術理解にこれまでにない余地をもたらそうとしているのである。「芸術係数」の理解とともに、そういったニュ
アンスを適切に読み取ることが重要である。

２月6日は、梅澤佑介『民主主義を疑ってみる―自分で考えるための政治思想講義』（ちくま新書 2024 年）か
ら出題した。この文章の前半のテーマは、民主主義がどのように展開してきたかという問題であり、これについ
てアリストテレスや、ボエティウス、マキアヴェッリといった過去の思想家の説を紹介している。したがって前
半は、思想家たちの主張を、著者の説明にしたがってしっかり理解することが重要である。だが、この文章の軸は、
過去の政治意識の展開から現代の政治意識を問うことにある。それゆえ後半は、ナチス政権成立の心理的要因に
ついて、社会心理学者エーリッヒ・フロムの研究を紹介し、人々がいかに自分の判断に伴う責任から逃れようと
するかを述べる。そしてその問題意識は当然ながら現代のわれわれにも及んでいる。著者の問題意識をしっかり
読み取ることが大切である。

２月7日は、羽田正『新しい世界史へ―地球市民のための構想―』（岩波新書 2011 年）から出題した。この文
章の軸は「世界史における中心性の排除」がいかに議論されてきたのかという点にある。従来、世界史はどこか
の地域を中心に語られることが多かった。しかしどこかを中心にして捉えられた歴史は、本当に世界全体の歴史
といえるだろうか。この文章は、そのような問題意識から、中心性を排除した世界史が模索されてきたことを述
べている。ポイントとなるのが、現状を説明するにあたり、「世界システム論」や「中国中心史観」、ジェンダー
に焦点をあてた歴史研究など、さまざまな歴史研究の立場を解説している点である。それぞれの歴史観を正しく
理解し、それを踏まえて著者がどのような主張をしているのかを読み取ることが必要である。

なお全日程を通して、先に各部分の読解を問い、それを踏まえて文章全体の理解を問うという形をとっており、
各設問が全体理解のガイドとなるように設定している。

大問２に関しては、説明的な文章（論説文）に慣れておくことが重要である。論説文は一見読みにくく感
じられるかもしれないが、必ず筋道に沿って書かれている。それをたどれば著者の主張を知ることができ、
その主張を補強するために紹介されるさまざまな例も理解することができる。一見難解に感じられるかもし
れないが、論説文の文章は筋道から外れることはなく、また書かれていないことが出題されることもない。
さらに、本当に難しいところには必ず著者の解説が付されている。第一印象にとらわれることなく、根気強
く読んで慣れていってほしい。大学での学びにおいて、論説文を読みこなすことは、必要不可欠の基礎力で
ある。新聞や新書、現代文の問題集など、より多くの論説文を読むようにしてほしい。
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一般入試［第１期］　［講評］　 世界史

〈２月４・５日実施〉

出題意図
一般入試［第 1 期］の問題は、高等学校世界史で学習する内容をきちんと理解しているかどうかを確認するため、

次のような点に配慮して出題した。
第一に、高校の教科書に準拠した問題であること。すなわち、多くの教科書に記述されているような、基本的

な内容を問う設問とした。第二に、全体として地域・時代の偏りが少なくなるよう、できるだけ広い範囲からバ
ランスよく出題すること。第三に、さまざまな角度から理解度を測定するために、地図や図版を使用した問題を
出題すること。

以上の基本方針に沿って、今回は次のように構成した。まず、1 日目の1は安史の乱から唐の滅亡を経て北宋中
期に至るまでの中国史の問題。2は十字軍の派遣から宗教改革に至るまでのキリスト教世界の歴史の問題。3は
チンギス＝ハンの建国からフビライに至るまでのモンゴル帝国史の問題。4は 17 世紀から 18 世紀にかけての欧
米における市民革命の問題である。

次に２日目は、1は古代ギリシアからローマ帝国にかけてのヨーロッパ史の問題。2はムハンマドの開教から
ウマイヤ朝に至るまでの初期イスラーム史の問題。3は日清戦争から中華民国の建国に至るまでの中国近代史の
問題。4は第２次世界大戦末期から冷戦に至るまでの現代史の問題である。

2 日とも、地図・図版を使った問題を出題した。地図の問題では、1 日目の2で十字軍がセルジューク朝からの
奪還を目指した聖地イェルサレムの位置を選択する問題を設けた。図版では、2 日目の1で古代ギリシアを代表す
る建築であるパルテノン神殿を選択する問題を出題した。

講評
正答率が低かったのが、1 日目は3の問３金についての問題で、「宋との間に澶淵の盟を結んだ。」を選択する誤

答、4の問２ピューリタン革命についての問題で、「革命後にクロムウェルは鉄騎隊を結成し、軍事独裁を強めた。」
を選択する誤答が多かった。前者は金の前に宋と国境を接していた遼との混同、後者は、クロムウェルは鉄騎隊
を結成したが、軍事独裁ではなく共和政を樹立したことが正確に理解できていなかったと思われる。2 日目は4問
7 冷戦による東西の分断についての問題で、「1989 年にベルリンの壁が崩壊すると同時に、東西ドイツが統一され
た。」を選択する誤答が多かった。東西ドイツの統一は 1990 年 10 月のことで、ベルリンの壁の崩壊と同時のこと
ではないが、少しややこしく感じたかもしれない。

教科書レベルの内容であっても、大まかには覚えているが、細かい点は記憶が曖昧になってしまっていて、正
解にたどりつけていないケースが間々見られる。しっかりと出来事などを整理して、混同することなく筋道立て
て理解していく必要がある。また、2 日目の4では指摘した以外にも正答率の低い問題があった。第 2 次世界大戦
後の世界は複雑であり、また時代順に勉強を進めていくと手薄になりがちであるが、しっかりと修得しておいて
ほしい。

本学世界史の問題は教科書の範囲内で解答できるものばかりであるから、次のようなオーソドックスな学
習をきちんと積み重ねていくことが何より大切である。

第一は、教科書をよく読み、その内容を把握することである。ただ単に目で文字を負うだけでは不十分で、
要点を自分でノートにまとめることが、遠回りに思えても、やはり最も効果がある。このとき、余白を多め
にとっておくと（例えば左ページにまとめを書き、右ページは空けておく、など）、新しい学習内容を追加記
入したいときに便利である。また、教科書の構成にとらわれず、「キリスト教の歴史」「中国歴代王朝の都の
変遷」など、自分で主題を設定して、関係事項を通史的に整理してみるのも有効である。時間がない時でも、
ただ教科書を読むだけではなく、かたわらにメモ用紙を置いておき、読みながら重要な語句や気になったこ
とを実際に書いてみるなど、手も同時に使っていくとよい。

第二は、教科書の地図や図版に注意を払うことである。世界史の教科書に載っている各種の地図は、厳し
い編集上の制約の中で、著作者がこれはぜひ参照してほしいと考えた、重要度の高いものであるが、スペー
スの都合で小さくなっている。そこで、面倒でも地歴の地図帳に載っている詳しい地図を開き、教科書の地
図を手掛かりとして、その位置や地形、立地条件などを確認しておくとよい。また、図版に示された建築・
絵画・彫刻作品などは、特徴を自分なりにつかんでおくことである。

第三に、歴史用語を表面的に記憶するだけではなく、できるだけ具体的なイメージを描いて理解していく
ことである。たとえば歴史上の人物について、教科書に写真や肖像画が載っている人は覚えやすい、という
経験は誰にでもあるのではないだろうか。教科書だけではなく、資料集・図版集などの副読本も活用し、豊
かなイメージを養っていくことが大切である。

なお、現在ではインターネットを介して、どこにいても芸術作品の鮮明な画像を容易に見ることができる
ようになっているし、また著名な作品の一部を読むこともできる。もちろん地図を見ることもできる。その
ような条件を活用して、世界の地理を理解し、古今東西の学術・文芸・芸術の精華に触れる機会を積極的に作っ
ていく姿勢が必要であると思う。
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一般入試［第１期］　［講評］　 日本史

〈２月４・５日実施〉

出題意図
日本史の問題は、1 日目（2 月 4 日）、2 日目（2 月 5 日）ともに1〜4の大問で構成した。いずれの設問も、高

等学校日本史の内容に準拠したもので、日本史についての基礎的な知識と理解度を問う内容となっている。日本
史のなかには政治・経済・文化・宗教などのさまざまな分野がある。それら多様な分野に関する理解、そして特
定の歴史上の出来事を通時代的に理解する力、さらには異なる分野との関連性を把握する力、および日本史を理
解する上で重要な史料読解の基礎能力を確認しようとしたものである。

1 日目・2 日目ともに、大問1は特定の時代の分野史を取り上げた設問で、3 つのリード文を読み、文中の 10 箇
所に付された下線部の語句や人名についての正誤を判断する設問である。大問2は、通時代的な特定の分野史で、
時代ごとに 3 つのリード文を読み、空欄と下線部に関する 8 つの設問に解答する。大問3は、史料読解に関する
問題で、時代や分野の異なる 2 つの史料を読み、その内容に関する 6 つの設問に解答するものである。大問4は、
時代を限定した分野史で、3 つのリード文に設けた 15 の空欄に、語群から正答を選択する設問である。配点は大
問1が 30 点、2が 24 点、3が 16 点、4が 30 点であった。

講評
大問1は、江戸時代前期～中期の文化史に関する問題（1 日目）、古代前期（1 ～ 5 世紀）の外交史に関する問

題（2 日目）を出題した。大問1は、日本史上の出来事・人物・文化などについての基礎的な知識・理解力を問う
問題である。2 日目は比較的よくできていたが、1 日目は少し難度が高かったようだ。特に、17 世紀半ばごろの歌
人の人名を問う問題（解答番号 4）は、最も正答率が低かった。あまり馴染みがない人名かもしれないが、この時
代の学問や文芸の発展はその後の文化を形作っていく重要な事柄であり、それに寄与した人物などについても広
く理解しておくことが望まれる。

大問2は、文学に関する通時代史の問題（1 日目）と、神仏習合に関する通時代史の問題（2 日目）で、ともに
古代から近代にかけての範囲で出題した。例年この大問2は、難度の高い問題を設定し、基礎学力をふまえたう
えでの通時代的な理解度を問う箇所である。両日ともに平均的な正答率だったが、2 日目の神社に付設された仏教
施設を問う問題（解答番号 11）、および、1 日目の文学史で『万葉集』と関連しない語句を問う問題（解答番号
12）は、ともに正答率がやや低かった。古い時代の文化的事象にやや疎い傾向があるようだが、古代の政治や社
会だけでなく文化的事象という側面も含めて理解しておく必要がある。

大問3の史料問題は、『古事記』序文から日本の史書編纂に関する問題と、『万朝報』から社会主義政党の結成
に関する問題（1 日目）、『小右記』から藤原道長の時代に関する問題と、『御触書寛保集成』から享保の改革に関
する問題（2 日目）を出題した。大問3は、史料の読解力と、内容を歴史の文脈に位置づけて把握する力を確認す
る問題である。1 日目の天皇名を問う問題（解答番号 20）と『万朝報』の記載内容を問う問題（解答番号 23）、2
日目の『小右記』にみえる人名を問う問題（解答番号 19）とその時代の説明文の正誤を問う問題（解答番号 21）は、
各々正答率に開きがあった。やはり史料に即した問題に不慣れな感があるので、暗記だけでなく史料に立脚した
歴史の把握を心掛けることが望ましい。

大問4は、室町時代から安土桃山時代の経済史（1 日目）と、明治時代全体を通じた政治史に関する問題（2 日目）
を出題した。大問4は時代と分野を限定したもので、基本的な事柄の理解度を確認しようとする問題である。1 日
目、2 日目ともによくできており、高い正答率の問題もあった。ただし、1 日目の石見銀山に関し、少し限定して
地域名を問うた問題（解答番号 38）は、正答率がやや低かった。おおまかな歴史を理解し、人名や地名や事件名
を覚えることも大事だが、うわべの知識だけでなく少し踏み込んだ知識も暗記しておくとよい。

繰り返しになるが、政治・経済・思想・文化などの諸分野は、それぞれ独立して展開しているのではなく、相
互に影響を与えあいながら、各時代の歴史を形成している。個別の事柄の内容を把握すると同時に、同時代の諸
要素とのつながりを常に意識して、より深く広く理解しておいてほしい。

本学の日本史の問題は、いずれも教科書に準拠した内容となっている。出題の形式も傾向もほぼ例年どお
りであった。そのことをふまえた上で、以下の点に留意してほしい。

まず、教科書に記された内容（本文だけではなく、欄外に記された事柄や、トピックについても）を十分
に把握するために、独自のノートを作ってまとめておくとよい。そして、これも例年のことではあるが、起こっ
た出来事や年代について、個別・単体で暗記するのではなく、そこに関わった人物や時代背景などとの相互
関係の中で位置づけて把握できるように、歴史の流れについて政治・経済・文化といった分野別にノートで
整理し直してほしい。さらに、時代ごとの大きな特質をつかむことを心がけることで、個別から総体的かつ
体系的な理解が可能となり、必然的に各分野の関連性が把握できる。

次に、教科書に掲載されている地図や表、注記や史料にも日頃から関心をもってよく読んでおいてほしい。
これらの箇所には、各時代の地理的な状況や統計的な情報が簡潔にまとめられており、これらもあわせてノー
トに整理しておくことが大切である。地図・表・史料は、教科書に記述されていることの証拠となる重要な
根拠資料であり、その内容を十分にふまえたうえで、改めて教科書を読みなおすことが重要である。また、「用
語集」や「史料集」も活用する必要がある。とくに史料集は、各時代の特質をまとめなおす際に、当該期の
代表的史料をあわせて読んで、史料と関連づけて歴史の展開を把握したい。歴史的事実を確認することはも
ちろんのことであるが、解説などを熟読して総合的に歴史を理解するような学習に取り組んでほしい。

受験生へのアドバイス
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一般入試［第１期］　［講評］　 公共

〈２月4・5日実施〉

出題意図
「公共」の問題は、２月４日、２月５日ともに大問1～4で構成し、合計 40 の小問を出題した。今年度より科目

名称が「現代社会」から「公共」に変更されたが、基本的な出題方針は「現代社会」を踏襲した次の３点である。
⑴教科書に準拠し、公共および現代社会の各分野の基本的知識を広く問う。⑵社会的事象に関する図表やグラフを
正確に読み解くためのデータリテラシーを問う。⑶時事的な社会問題を取り上げ、教科書の内容を応用的に理解で
きるかどうかを問う。なお、出題範囲は「現代社会」を学んできた受験生に対しても考慮した内容となっている。

２月４日実施分：1は《憲法》についての問題である。大日本帝国憲法、日本国憲法について、制定の経緯や特質（天
皇、議会、内閣などの権限、国民の権利等）に関する基本的な知識の理解を問うた。また、来年で日本国憲法の施行
から 80 年を迎えることを踏まえ、憲法改正の手続きに関しても取り上げた。2は《金融の役割》についての問題である。
特に金融の基礎知識と金融技術の発達を中心に問うた。2024 年 3 月にマイナス金利政策が解除されるなど、日本経済
は金利上昇の時代に突入したと言える。金利は企業経営や家計管理にも影響を与えるため、今後の社会を生きる者に
必須の知識である。また、金融商品の普及だけでなく、キャッシュレス決済や暗号資産の存在感の高まりも近年の特徴
である。本問が金融への興味、関心を高める一つの契機になってほしい。3は《難民問題や国際紛争》についての問
題である。難民やその支援、国際紛争に関する基本的な知識や近年の動向について出題した。問１および問２は、難民
問題やそれを支援する UNHCR などに関する問題であり、問３、問５、問６は、世界の紛争に関する問題である。やや
時事的な問題も含まれるが、基本的には教科書の内容からの出題である。ただし、教科書本文だけでなく資料等にも目
配りをすることで正答を導き出しやすくなるであろう。4は《宗教や日本の年中行事・伝統文化、近代思想の受容》に
ついての問題である。宗教を意識する機会が少ないと言われる日本において、年中行事や伝統文化など日常生活に溶
けこんでいる宗教意識や信仰、思想に関連する問いを出題した。また、近世から近代にかけて、外来思想の受容など
時代に即した思想形成がどのようになされたのかについて、用語や人物を中心に教科書に準拠した基本的知識を問うた。

２月５日実施分：1は《日本の選挙》についての問題である。選挙の基本原則をはじめ、選挙権、投票、衆参両
院の選挙制度、選挙運動など、選挙に関する基礎知識について幅広く出題した。さらに、間接民主制との関連で、
単純多数決以外の物事を決める方法についても取り上げた。2は《現代の企業》についての問題である。公企業の
種類や、株式会社・公私合同企業などの、企業と会社経営に関わる基礎的な知識の理解を問うた。また、時事問題
としてコロナ禍前後での中小企業の売上高の変化や、有効求人倍率の推移に関わる正しい理解を求める問題を出題
し、グラフを読み解く力を問うている。3は《国際通貨制度、国際収支》についての問題である。為替レート（為
替相場）が私たちの生活や経済活動に影響を与えることに関連し、第二次世界大戦後の国際通貨制度と為替相場の
変動、外国為替市場についての知識を問うとともに、国際収支表の基本的な項目の理解と数値を読む力を確認した。
4は《古代ギリシアの倫理・哲学および近代科学の合理主義的思考》についての問題である。古代ギリシアでは多
くの哲学者が知的探究を積み重ねたが、人間の幸福な生き方をめぐる彼らの思索とはどのようなものであったのか
について、関連する問いを出題した。また中世末から近代初期にかけて花開いた近代科学の合理主義的な考え方が、
それ以前の宗教的世界観からどのような展開をはかったのか、その基礎的理解を問う内容を出題している。

講評
以下では、2 月４日、５日の各試験結果についてそれぞれ講評していく。
２月４日実施分：大問1の憲法に関する問いでは、大日本帝国憲法と日本国憲法の制定の経緯やそれぞれ憲法

のもつ特徴に関する設問について、概ね正答率が高かった。一方、憲法改正の手続きに関する設問では、正答率
がやや低調だった。2の金融制度やその役割に関する問題では、日本銀行や金融商品に関する設問の正答率が良
好であった。一方でキャッシュレス決算額の推移を示す表を読み解く設問については、簡単な計算ではあるものの、
細かな数字を扱う能力を問うており、正答率は低調であった。3では、難民問題と国際紛争に関する細かな知識
の有無を確認する設問に加え、時事的な問題も含んでおり、全体的に正答率は低調であった。4の宗教や年中行
事等に関する設問では、概ね正答率は良好であったが、近世から近代に掛けての日本の思想・哲学に関する設問
については、やや低調な正答率であった。

２月５日実施分：大問1の日本の選挙制度に関する問いでは、各小問の正答率にばらつきがみられた。ボルダ・
ルールに基づく投票結果を算出する問題では、やや時間のかかる問いであったものの、正答率は高かった。一方
で誤答が目立ったのは、選挙の３原則や連座制に関する設問だった。2の現代の企業に関する問題では、問４の
公私合同企業に関する設問の正答率は低調であったが、それ以外は全体的に良好であった。図表問題も２問出題
しているが、近年のコロナ禍の経済状況の変化も留意したうえで、正答を導き出していたようである。3の国際
通貨制度と国際収支に関する問題では、IMF に関連する設問と国際収支の計算式に関する設問の正答率がやや低
調であった。計算式に関しては、一見難問にみえるかもしれないが、提示されている図表をヒントにできたかど
うかで正誤が分かれたかもしれない。4のギリシア哲学や近代の合理主義的思想に関する問いでは、概ね良好な
正答率であった。ただし、『アテネの学堂』に関する設問では、地理に関する知識のほか、一般的な常識も踏まえ
て正答を導き出せるよう求めたが、やや低調な正答率であった。

公共の問題は、基本的には教科書の内容に準拠したオーソドックスな知識を幅広く問う内容となっている。
教科書の本文だけでなく、欄外に記載された内容からも出題されるので、受験生は、教科書を隅々までよく
目を通し、各トピックに関する理解を掘り下げてもらいたい。またグラフや図表を読み解くための実践的な
力を問う問題も出しているので、教科書では読み飛ばしがちな図表にもじっくりと向き合ってデータリテラ
シーを身につけてもらいたい。近年、日本を取り巻く国際情勢が大きく変化しているにもかかわらず、いま
の若者のあいだでは海外の動向への関心がそれほど高くないようである。SNS を通してニュースに触れてい
る場合、受け取る情報は自分の関心のある内容のものに限定されがちになるので、日頃から意識的に新聞な
どにも目を通すことを心掛け、時事問題に幅広く触れるようにしてもらいたい。また統計的なデータをアッ
プデートしておくことは、国内外の動向に関する具体的知識を具えるために望ましい。公共や現代社会の教
科書で学ぶ内容を、マスメディアから取得した時事的な情報と関連づけながら理解を掘り下げていくことに
よって、興味を深めながら受験勉強に取り組むことができるはずである。また時事問題のように、教科書の
内容から派生して出題される問題では、リード文になんらかのヒントがないか注意深く読むことも重要であ
る。そうした解法に慣れておくためには、過去問に取り組んでおくことは必須である。

受験生へのアドバイス
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一般入試［第１期］　［講評］　 数学

〈２月４・５日実施〉

出題意図
高等学校での数学学習の基礎となる数学Ⅰ・数学Ａから幅広く出題した。２日間とも大問４題を設定した。問

1では、数学Ⅰ・数学Ａの基礎的な理解度をみるために５問の小問を出題した。それ以外の問いでは、数学Ⅰ・
数学Ａの各分野から出題した。

問1では、数学Ⅰの「多項式の展開」、「連立不等式」、「データの分析」、「集合と論理」、「命題と条件」、「有理化」、
「2 次関数」ならびに、数学Ａの「最小公倍数と最大公約数」から出題した。

いずれも、基本的な数学の概念や考え方、計算や数式の処理についての理解を問う問題である。
問2では、数学Ⅰの「データの分析」「2 次関数」から出題した。
データの分析については、箱ひげ図の意味するものや、中央値・四分位数の意味を正しく押さえることが必要

である。
2 次関数については、性質やグラフの形状等についての理解を問う問題である。放物線の頂点の座標、軸との交

点などを具体的なグラフのイメージを持つことが必要である。
問3では、数学Ａの「場合の数と確率」から、さいころの目の出方に関する問題と、色が異なる球の取り出し

方による点の移動に関する確率の問題を、それぞれ出題した。
前者は、場合の数や確率の求め方についての理解と合わせ、試行とそれに基づく点の移動について正しくとら

えることが必要である。
後者は、さいころの目の積や最大値についての条件が、具体的にどんな状況に当てはまるのかを明らかにし、

それに基づいて確率を求めることが必要である。
問4では、数学Ⅰの「図形と計量」から、三角形の角の二等分線と、それによって作られる線分の長さの比や

図形の面積に関する問題と、円の接線とそれらのなす角をもとに形作られる図形について、角度・線分の長さ・
面積を求める問題を出題した。

前者では、角の二等分線の交点が内心であることをふまえ、角度や線分の長さの間に成立する関係を見きわめ
る必要がある。

後者では、円と接線の関係をもとに、それらの形作る線分の長さや角度の関係を把握する必要がある。

講評
2 日間ともに、応用的な側面が強い問3と問4の正答率が低く、問2は比較的正答率が高かった。
確率についての理解を問う問3では、基本的な確率を求める問題の正答率が高かったのに対して、条件付き確

率を問う問題の正答率が低かった。条件付き確率は、日常的な感覚からは、やや直感的にとらえづらい面のある
概念だが、データサイエンスなどを学ぶ上では重要な概念でもある。

本年度は、必ずしも典型的とはいえない問題を含んだ中で、確実に得点することのできた受験生と、苦戦する
ことになった受験生とが分かれる結果になった。

計算量の多い問題では解答欄が空欄の答案も見られた。問題を解く道筋を考える能力に加え、計算を速く、か
つ正確に実行する能力も重要である。

数学の公式をそのまま覚えるのではなく、その意味や応用場面を意識しながら、問題に取り組むように心がけ
てほしい。いずれの問題も教科書をきちんと勉強すれば解けるレベルであり、章末問題や課題学習などを解きな
がら、数学が現実場面でどのように活用されているかを意識しながら勉強することを心がけてほしい。

数学は、論理を順序立て思考を構築することを学ぶ教科である。論理的な思考は、理系のみならず、文系
においても必要となる。たとえば文章を執筆するときに、論理的な構成を考えなければ、誰も筆者の意図を
理解してはくれないだろう。そのためには、単に公式を暗記するだけではなく、なぜそのような公式が導か
れるのか、公式の根本的な部分を理解しておくことが必要である。

また、数学Ⅰや数学 A の範囲であっても理工系の専門分野だけでなく、文系といわれる、社会学系や人文
科学系の分野でも応用されることが増えてきている。数学には、対象をどうとらえ、どう取り扱うかという、
考え方の枠組みを提供する学問という側面がある。大学で志望する専門分野が文系だから数学が必要とされ
ないわけではないことを意識して、数学の勉強を進めていくことも必要である。

入試では、時間の制約があるため、慌ててしまうこともあるだろうが、日頃から計算に親しむことで単純
なミスをしないように心がけたい。そのためには繰り返しの練習も必要である。本学の試験問題に類似した
問題を問題集などから拾い出して実際に解いてみる。そして、その過程で解答が合わない場合には、どこを
どのように間違えたのかを自分自身で確認しておくことが必要である。そうすることで、大問の後半で計算
結果が合わない場合に、どこで間違えたのかを試験場でも認識できる力がつくだろう。

ともすると、間違えるということに対して否定的にとらえてしまい、間違えたという事実に目を向けるこ
とを拒否したくなるかもしれない。しかし、間違えたときこそが学びの大きな機会であるということを理解
することが重要である。

受験生へのアドバイス
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 英語

（出典：�Reading Choice ─ Skills for Academic Success by Miwako Yamashina,/Mitsuru Yokoyama,/
Yasuko Okino, センゲージラーニング）

41

公
募
制
推
薦
入
試　

Ａ
方
式

［
併
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試［
専
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試　

Ｂ
方
式

［
併
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

２
０
２
５
年
度
入
試
実
施
内
容

一
般
入
試
［
第
１
期
］

英
語



一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月4日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月4日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月5日実施

（出典：�Reading for the Academic World 1 by Averil Coxhead and Paul Nation, Seed Learning, 2018）
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月5日実施

（出典：�Activating Skills For Listening 3 by Garrett Byrne, 2019）
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月6日実施

（出典：�Reading for Speed and Fluency 4 Second Edition by Paul Nation, Marcos Benevides, James 
Broadbridge, Joseph Siegel, 2018）
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月6日実施

（出典：�Reproduced by permission of Oxford University Press from New Headway Intermediate 4th 
Edition by Liz Soars, John Soars (c) Oxford University Press 2012.）
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月6日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月7日実施

（出典：�ACTIVE Skills for Reading 2 by Neil J. Anderson, Heinle 2013, Cengage Learning Inc. 
Reproduced by permission. www.cengage. com/permissions）
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月7日実施

（出典：�Activating Skills For Listening 3 by Garrett Byrne, 2019）
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一般入試［第１期］　［問題］　 英語 2025年2月7日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月7日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月7日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月7日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月6日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月6日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月6日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月4日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 国語一般入試［第１期］　［問題］　 国語 2025年2月4日実施
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 世界史
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 世界史
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 世界史
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 日本史
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 日本史
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 日本史 公共
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 公共
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 公共

72

公
募
制
推
薦
入
試　

Ａ
方
式

［
併
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試　

Ｂ
方
式

［
併
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

２
０
２
５
年
度
入
試
実
施
内
容

公
募
制
推
薦
入
試［
専
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］
地・公・数



2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 公共
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 公共
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 公共 数学
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2025年2月4日実施一般入試［第１期］　［問題］　 数学
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一般入試［第１期］　［問題］　 世界史 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 世界史 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 世界史 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 世界史 日本史 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 日本史 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 日本史 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 公共 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 公共 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 公共 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 公共 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 公共 数学 2025年2月5日実施
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一般入試［第１期］　［問題］　 数学 2025年2月5日実施
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2月4日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 ウ 3
2 ア 3
3 イ 3
4 イ 4
5 ア 3
6 イ 3
7 ア 3
8 イ 4
9 ウ 4
10 ア 4
11 イ 5
12 ア 3
13 ウ 3
14 ア 3
15 ウ 3
16 ア 3
17 イ 3
18 ア 3
19 ア 3
20 イ 3
21 イ 4
22 イ 3
23 イ 3
24 ウ 3
25 イ 3
26 イ 3
27 ア 3
28 ア 4

（完答）29 イ
30 イ 4

（完答）31 ウ
32 ウ 4

（完答）33 エ

2月5日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 イ 3
2 ア 3
3 ア 3
4 イ 3
5 イ 3
6 ウ 3
7 イ 4
8 ウ 4
9 ア 4
10 ア 4
11 イ 5
12 ア 3
13 ウ 3
14 ア 3
15 ウ 3
16 ウ 3
17 ア 3
18 ウ 3
19 イ 3
20 ア 3
21 イ 4
22 エ 3
23 ウ 3
24 ア 3
25 イ 3
26 イ 3
27 ア 3
28 イ 4

（完答）29 エ
30 ア 4

（完答）31 イ
32 ア 4

（完答）33 イ

2月6日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 ア 4
2 ウ 3
3 イ 3
4 ア 3
5 イ 3
6 ウ 3
7 ア 3
8 ア 4
9 ウ 4
10 イ 4
11 ウ 5
12 イ 3
13 ア 3
14 ア 3
15 ウ 3
16 イ 3
17 ア 3
18 イ 3
19 ウ 3
20 ア 3
21 ウ 4
22 ア 3
23 エ 3
24 イ 3
25 エ 3
26 ウ 3
27 イ 3
28 ア 4

（完答）29 イ
30 ア 4

（完答）31 エ
32 ウ 4

（完答）33 ア

2月7日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 イ 3
2 ウ 3
3 ア 3
4 イ 3
5 ウ 3
6 ア 3
7 ウ 4
8 イ 4
9 ア 4
10 ウ 4
11 イ 5
12 イ 3
13 イ 3
14 ア 3
15 イ 3
16 ア 3
17 ウ 3
18 イ 3
19 ア 3
20 ウ 3
21 イ 4
22 エ 3
23 エ 3
24 イ 3
25 イ 3
26 エ 3
27 ウ 3
28 イ 4

（完答）29 ア
30 エ 4

（完答）31 ア
32 ウ 4

（完答）33 ア

一般入試［第１期］　［解答］　 英語
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2月4日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 エ 4
2 ウ 4

3 ア 4

4 エ 4

5 イ 4

6 ウ 4

7 エ 4

8 イ 4

9 ア 4

10 ウ 3

11 ア 3

12 エ 3

13 ア 3

14 エ 3

15 イ 3

16 エ 5

17 イ 5

18 ア 5

19 ウ 5

20 ウ 5

21 ア 5

22 イ 5

23 エ 5
24 ウ 6

2月5日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 ウ 4
2 ア 4

3 ア 4

4 イ 4

5 ウ 4

6 イ 4

7 エ 4

8 エ 4

9 ウ 4

10 エ 3

11 ア 3

12 ウ 3

13 イ 3

14 イ 3

15 ア 3

16 ウ 5

17 エ 5

18 イ 5

19 ア 5

20 エ 5

21 ウ 5

22 イ 5

23 エ 5
24 ウ 6

2月6日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 イ 4
2 エ 4

3 ア 4

4 エ 4

5 ウ 4

6 イ 4

7 ア 4

8 エ 4

9 エ 4

10 エ 3

11 イ 3

12 ア 3

13 ウ 3

14 イ 3

15 エ 3

16 ウ 5

17 イ 5

18 エ 5

19 エ 5

20 ア 5

21 イ 5

22 ウ 5

23 エ 5
24 ウ 6

2月7日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 ア 4
2 エ 4

3 イ 4

4 イ 4

5 ウ 4

6 ア 4

7 エ 4

8 イ 4

9 ウ 4

10 エ 3

11 イ 3

12 ア 3

13 ウ 3

14 ア 3

15 イ 3

16 ウ 5

17 イ 5

18 ア 5

19 ウ 5

20 ア 5

21 エ 5

22 イ 5

23 エ 5
24 ウ 6

一般入試［第１期］　［解答］　 国語
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世界史　2月4日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 エ 3
2 ア 3
3 エ 3
4 ウ 3
5 ウ 3
6 イ 4
7 ア 3
8 イ 3
9 イ 3
10 イ 2
11 エ 3
12 イ 2
13 オ 3
14 イ 3
15 ウ 3
16 ウ 3
17 ウ 3
18 ア 3
19 ウ 3
20 エ 3
21 イ 3
22 ウ 3
23 ウ 3
24 イ 4
25 エ 3
26 ウ 3
27 エ 3
28 イ 3
29 エ 3
30 オ 3
31 ウ 3
32 ウ 3
33 ウ 4

公共　2月4日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 ウ 2
2 ウ 3
3 エ 3
4 ア 3
5 ウ 3
6 ウ 2
7 ア 2
8 ウ 2
9 イ 3
10 ウ 2
11 エ 2
12 エ 2
13 イ 2
14 イ 3
15 イ 3
16 ウ 2
17 イ 3
18 ウ 2
19 ウ 3
20 ウ 3
21 ウ 2
22 イ 2
23 エ 3
24 ウ 3
25 ウ 2
26 ア 3
27 エ 2
28 イ 3
29 イ 3
30 エ 2
31 ウ 3
32 エ 2
33 イ 3
34 エ 2
35 ア 2
36 エ 3
37 ウ 3
38 ア 2
39 ア 3
40 イ 2

数学　2月4日実施 総点 100

大問番号 解答 配点

1

ア 5
4

（完答）
イ 9
ウ 4
エ 1
オ 1 3
カ −

4
（完答）

キ 3
ク −
ケ 8
コ 1 4
サ 3 4
シ 9

3
（完答）

ス 1
セ 0
ソ 8
タ 2

3
（完答）

チ 7
ツ 3
テ 6

2

ア 3 4
（完答）イ 0

ウ 4 4
（完答）エ 0

オ 2 4
（完答）カ 0

キ 4 4
（完答）ク 5

ケ 3 4
コ 1 5

大問番号 解答 配点

3

ア 5 4
（完答）イ 9

ウ 7 4
（完答）エ 8

オ 1

4
（完答）

カ 9
キ 2
ク 7
ケ 8

4
（完答）コ 2

サ 7
シ 3

4
（完答）

ス 7
セ 2
ソ 1
タ 6
チ 1

5
（完答）

ツ 8
テ 3
ト 7

4

ア 1 4
（完答）イ 2

ウ −
4

（完答）エ 1
オ 9
カ 4 4

（完答）キ 5
ク 6

4
（完答）ケ 5

コ 5
サ 3 4
シ 5 5

（完答）ス 2

一般入試［第１期］　［解答］　 地歴・公民・数学

日本史　2月4日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 エ 3
2 ウ 3
3 ア 3
4 エ 3
5 ア 3
6 エ 3
7 ウ 3
8 イ 3
9 ア 3
10 イ 3
11 ア 3
12 ウ 3
13 エ 3
14 イ 3
15 ウ 3
16 エ 3
17 イ 3
18 オ 3
19 ウ 3
20 ア 3
21 イ 2
22 ウ 3
23 ア 3
24 イ 2
25 ク 2
26 キ 2
27 コ 2
28 エ 2
29 ウ 2
30 イ 2
31 ケ 2
32 エ 2
33 ウ 2
34 カ 2
35 イ 2
36 ア 2
37 カ 2
38 ウ 2
39 オ 2
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一般入試［第１期］　［解答］　 地歴・公民・数学

世界史　2月5日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 エ 2
2 ア 2
3 ウ 3
4 イ 3
5 イ 3
6 エ 2
7 ア 3
8 ウ 3
9 ウ 4
10 エ 3
11 ウ 3
12 ア 4
13 ア 3
14 エ 3
15 イ 3
16 エ 3
17 イ 3
18 イ 3
19 ア 3
20 イ 3
21 ウ 4
22 ウ 3
23 イ 3
24 エ 3
25 ウ 3
26 エ 3
27 ウ 4
28 イ 3
29 オ 4
30 イ 3
31 イ 4
32 ア 4

日本史　2月5日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 イ 3
2 ア 3
3 エ 3
4 ア 3
5 オ 3
6 エ 3
7 ウ 3
8 ウ 3
9 オ 3
10 イ 3
11 オ 3
12 エ 3
13 ア 3
14 ア 3
15 エ 3
16 ウ 3
17 ウ 3
18 イ 3
19 ウ 2
20 ア 3
21 ア 3
22 ウ 2
23 ウ 3
24 エ 3
25 イ 2
26 ア 2
27 カ 2
28 コ 2
29 キ 2
30 ウ 2
31 コ 2
32 エ 2
33 ケ 2
34 ア 2
35 ウ 2
36 オ 2
37 ク 2
38 カ 2
39 エ 2

公共　2月5日実施 総点 100

解答番号 解答 配点
1 イ 2
2 エ 3
3 イ 2
4 エ 3
5 ア 3
6 ウ 2
7 ア 2
8 ウ 3
9 ア 2
10 イ 3
11 ウ 2
12 エ 2
13 エ 3
14 ウ 2
15 イ 2
16 エ 2
17 エ 3
18 イ 3
19 ア 3
20 エ 3
21 エ 3
22 ウ 2
23 イ 3
24 エ 2
25 ウ 3
26 エ 2
27 ア 2
28 イ 2
29 イ 3
30 ウ 3
31 イ 2
32 ウ 3
33 イ 3
34 イ 2
35 ウ 2
36 ア 2
37 ア 2
38 エ 3
39 ア 3
40 ア 3

数学　2月5日実施 総点 100

大問番号 解答 配点

1

ア 1 4
イ 3 4

（完答）ウ 5
エ 3 4

（完答）オ 6
カ 1 3
キ 2 3
ク 2 4

（完答）ケ 4
コ 1

3
（完答）

サ 5
シ 6
ス 0

2

ア −
4

（完答）イ 2
ウ 0
エ 6 4

（完答）オ 0
カ 4 4

（完答）キ 2
ク 2

4
（完答）

ケ −
コ 8
サ −
シ 2
ス 4
セ 2 4

（完答）ソ 5
タ −

5
（完答）

チ 5
ツ 1
テ 6

大問番号 解答 配点

3

ア 1 4
（完答）イ 6

ウ 2 4
（完答）エ 3

オ 1 4
（完答）カ 2

キ 5
4

（完答）ク 3
ケ 6
コ 5

4
（完答）サ 1

シ 2
ス 1

5
（完答）セ 9

ソ 0

4

ア 6 4
（完答）イ 0

ウ 4 4
（完答）エ 5

オ 4 4
（完答）カ 3

キ 4 4
（完答）ク 2

ケ 4 4
コ 1

5
（完答）

サ 2
シ 4
ス 3
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一般入試［第２期］　［講評］　 英語

〈２月26・27日実施〉

出題意図
一般入試［第２期］では、［第１期］と同じくマークシート方式を採用し、英語の基礎的な知識と読解力を確認

することをねらいとしている。出題者が受験生に求めているのは主として次の点である。
●基本的な英文法・英単語・熟語をマスターしていること。
●語句の意味・用法と文法を正確に踏まえ、英文を総合的に理解できること。
●英会話に親しみ、会話の流れを理解できること。

講評
2 日間を通じて出題形式は共通である。以下、2 月 26 日の試験にそって講評する。

1　長文総合問題。英文要旨：あるスイスのエンジニアは、飼い犬の毛に引っ付いていたゴボウの種から着想を
得て、マジックテープを開発した。北京オリンピックで使用された水着はサメの肌を参考に開発された。NASA は
ワシやハヤブサの眼を研究して宇宙飛行士が装着するサングラスを開発した。これらは自然界に存在するものから
着想を得て役立つ製品が開発された事例である。

設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ tiny は「とても小さい」という意味で、正答はア。⑵ fasten は「～
を固定する」という意味の動詞。正答はウ。⑷ vision は「視力、視覚」という意味で、正答はウ。

設問２　空所補充問題。空所 A には「～をはがす」という意味のイが入る。この文は、はがしてまたくっつけ
ることができるという、マジックテープの特徴を説明している。空所 B には「表面」という意味のイが入る。空所
C にはアが入る。その車の外観についての意見は割れていた、という意味になる。

設問３　下線部⑶の pattern は「模様」という意味で、正答はウ。
設問４　下線部の意味を選択する問題。（あ）この文の filter は「～を取り除く」という意味の動詞。正答はイ。（い）

air resistance は「空気抵抗」という意味。正答はウ。（う）正答はイ。help A do「A が～するのを助ける」という
構文が用いられている。

設問５　本文の内容に合う英文を選択する問題。アが第１パラグラフの前半の内容と一致する。

2　会話文の問題。教授から宿題をするのに AI を使ってよいと言われた Mayu と Vince が、AI の使い方につい
て意見を述べ合っている。

設問１　下線部の語の意味を選択する問題。⑴ assignment は「課題、宿題」という意味で、正答はア。⑷ 
adjust は「～を調整する」という意味の動詞で、ここはその動名詞が用いられている。正答はウ。⑸ overall は「全
体として、概して」という意味で、正答はア。

設問２　下線部の意味を選択する問題。⑵「私の意見では、AI は勉強の能率を高めるための道具として機能す
るべきである」という意味で、正答はア。⑶「AI を使えば答案の採点ははるかに簡単になるだろう」という意味で、
正答はイ。grade は「～を採点する」という意味の動詞。⑹ 「結局私たちが道具をどのように使うかは私たち次第
である」という意味。正答はイ。up to ～にはいくつかの意味があるが、ここでは「～に責任がかかっている」と
いう意味である。

設問３　空所補充問題。空所 A にはウが入る。その前の「これまで勉強のために AI を使ったことがない」とい
う言葉からアは不適切であるとわかる。また、その後のやり取りから、Mayu が AI に詳しいとは考えられないので、
イも不適切である。空所 B にはイが入る。Mayu の問いに対して、Vince は自分の AI の使い方を説明している。
その前に入る言葉として適切なものを選ぶ。空所 C にはイが入る。Vince はレポートの下書きをするときに、テー
マについての観点を調べるために AI を利用すると述べている。その後に続く言葉として最も適切なものを選ぶ。
point of view と perspective は類義語で、どちらも「観点」を意味する。

設問４　本文の内容に合うものを選択する問題。本文の下から 6 ～ 5 行目で、Mayu が AI は教育の格差を減ら
すのに役立つだろうという意見をのべており、Vince もその意見に同意しているので、イが正答となる。plagiarism

（盗用、剽窃）という単語がどういう意味かを尋ねたのは Vince ではなく Mayu の方なので、ウは不正解となる。

3　短文空所補充問題。1. 正答はエ。「その小説家は 20 年前に亡くなったが、彼の本は今でも多くの読者を引き
つけている」という意味になる。twenty years ago ではなく for twenty years が使われているので、過去形ではな
く現在完了形を用いる。2. It is no use ～ ing で「～しても無駄である」という意味になる。正答はウ。3. 正答はウ。
timber は「木材」。4. deprive A of B で「A から B を奪う」という意味になる。正答はア。5. 「～を避ける」とい
う意味の avoid が正答となる。6. I’d rather は I would rather の省略形。would rather do で「むしろ～したい」と
いう意味になる。正答は動詞の原形であるア。

4　並べかえの問題。1.whoever wishes to join という順になる。2. make both ends meet は「収支を合わせる」
という意味の熟語。3. speak ill of ～で「～の悪口を言う」という意味になる。

出題者が受験生に求めているのは、オーソドックスな学習の成果であり、高校のリーディングの教科書が
きちんと理解できる力がついていれば解ける問題であると考えている。

ただし、「きちんと」理解できることが重要であり、「なんとなくわかる」というレベルでとどまらないよ
うにしてほしい。基本的な単語・熟語の習得はもちろんのこと、英文の構造をしっかり把握して、一つ一つ
を論理的に正確に理解していくことが、外国語学習においては特に重要である。

受験生へのアドバイス

①高等学校で履修する科目について、高等学校卒業相当の知識を求める
②２教科型（英語、国語）で、合計 200 点満点（各教科 100 点満点）

一般入試［第２期］制度の概要
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一般入試［第２期］　［講評］　 国語

出題意図
一般入試［第 2 期］の問題は、例年と同じく大問２題からなる。
大問１は四字熟語の完成、漢字の部首名の把握、漢字熟語の組み立てや音訓の理解、慣用句や文法、近現代文

学史の知識など、基礎的な国語力を問う小問９題から構成されている（約４割）。
大問２は読解問題であり、4,000 ～ 4,500 字程度の説明的文章（論説文）を、正しく読み取ることができるかを

問う小問を設けている（約６割）。なお読解の前提として本文中の漢字の表記について問い、そのうえで著者の主
張への理解を問うという構成になっている。

いずれの問題も、大学入学後に必要な国語力を試すものである。

講評
大問１については、基礎的な国語知識が問われるため、日頃から四字熟語や慣用句など、知っている語彙を増やし

ておくことが重要である。また漢字熟語の構造など、言葉の成り立ちに関心を持っていることが望まれる。近現代文
学史については、高等学校の国語の教科書や便覧に載っている範囲で出題されているため、それらをよく見ておくこ
とが必要である。

大問２で出題した長文の内容について、日程ごとに以下に述べる。
2 月 26 日は、杉田敦『政治的思考』（岩波新書）から出題した。冒頭に問題提起がなされているため、まずはそれ

をしっかり読み取ることが全体の読解のポイントとなる。まず、選挙を行った結果、代表になった政府が定めた政策に
抗議したいという気持ちがでてきたらどうするか、という問題が提示される。選挙を行って民意が反映された結果、政
府ができたのだから、すでにわれわれの意志は選挙によって示されているともいえる。とすれば、これに反対するのは
矛盾ではないか、すべてを政府にまかせて自由に政治をしてもらうべきなのではないか、というのである。しかしすべ
てを政府にまかせるのであれば、選挙期間以外は政治に関わらないことになってしまう。これに対して著者は、政府に
反対意見を言いたいと考える時、自己内対話がはじまったと考えるべきだと述べている。すなわち自分の意志で、自分
の行動を決定した場合でも、「これでよかったのか？」「他の選択肢の方がよかったのかもしれない」など、自己内対話
が起こるのだから、選挙の結果生まれた政府に対してもいろいろな意見が出てくるのは当然である、というのである。
だからしっかり検討して抗議すべきことは抗議すべきだ、と著者は主張する。後半はさらにこれを踏まえた上で、政治
と向き合う上での自由とはなにか、自由をどう捉えるべきか、という点について述べている。

出題としては、「自己内対話」という概念を理解できているか、また自ら考え政治に関わっていくためにはどのよう
な姿勢が必要なのか、といった著者の問題意識を読み取ることが中心となっている。

2 月 27 日は、井奥陽子『近代美学入門』（ちくま新書）から出題した。こちらも冒頭に著者の問題意識が示されてい
る。まず、われわれが芸術に向き合う時の常識となっている、〈作者が意図をもって作品を制作したという理解〉が 17
世紀以前の芸術においては成立しないという問題が提起される。以後の記述はこの問題にしたがって、17 世紀以前の
芸術の事情を説明するものである。まず、17 世紀以前の芸術は、パトロンの意向を強く受けた工房による共同制作の
性格が強く、誰がどの範囲を制作したのか特定できないという事実が説明される。さらに作者が作品を作るのではなく、
神が芸術作品のなかに姿をあらわすと考えられていたことなど、思想的な説明もなされる。そこから、作者なるものの
存在感がいかに希薄であったかに論述が至り、後半は、作者や著作権という概念がいかにして形成されていったのか
が論じられていく。具体的には、サインが作られたり、著作権に対する裁判が起こったりといった事例が紹介され、さ
らに近代を迎えて芸術をとりまく環境がどのように変容したのかが論じられている。歴史的展開を時系列に沿って説明
している文章であるため、出題は、それぞれの段階の芸術と作者の関係への理解を問うものが中心となった。芸術と
作者の関係について、著者の説明を段階的に理解できていることが重要である。

いずれの文章も、軸となる問題提起（テーマ）があり、それについて論じるために先人の見解や、実例が紹介、解
説されるという構造を持つ。そのため、まずは文章の問題提起、問題意識のありかを理解することが読解のポイントと
なる。

なお両日とも、先に各部分の読解を問い、それを踏まえて文章全体の理解を問うという形をとっており、各設問が全
体理解のガイドとなるように設定している。

大問２は、比較的読みやすい説明的な文章（論説文）から出題した。
政治の話題や美術の問題は、一見なじみにくく感じるかもしれない。しかしいずれも、先に問題提起（テーマ）

が示され、それについて、著者が具体例などを用いて自己の主張を展開するという基本的な形の文章である。ま
ずは著者の問題意識を読み取ることが重要であるが、問題意識に敏感になるには、日常的に問題意識をもって過
ごしたり、問題意識のある文章に触れたりしていることが重要である。また一見、なじみがない分野についての
文章でも、拒否感を持たず、落ち着いて少しずつ読み解くことを習慣づけてほしい。

受験生へのアドバイス
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一般入試［第２期］　［問題］　 英語 2025 年2月26日実施

（出典：�Prism Reading Level 2 Publishers Licensing Society Ltd）
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一般入試［第２期］　［問題］　 英語 2025 年2月26日実施

96

公
募
制
推
薦
入
試　

Ａ
方
式

［
併
願
制
］

公
募
制
推
薦
入
試　

Ｂ
方
式

［
併
願
制
］

一
般
入
試
［
第
１
期
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

２
０
２
５
年
度
入
試
実
施
内
容

公
募
制
推
薦
入
試［
専
願
制
］

一
般
入
試
［
第
２
期
］

英
語



一般入試［第２期］　［問題］　 英語 2025 年2月26日実施
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一般入試［第２期］　［問題］　 英語 2025 年2月27日実施

（出典：�Timed Reading for Fluency 4 by Paul Nation, Casey Malarcher, Seed Learning, 2017）
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一般入試［第２期］　［問題］　 英語 2025 年2月27日実施
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一般入試［第２期］　［問題］　 英語 2025 年2月27日実施
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一般入試［第２期］　［問題］　 国語 2025 年2月27日実施
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一般入試［第２期］　［問題］　 国語 2025 年2月27日実施
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一般入試［第２期］　［問題］　 国語 2025 年2月26日実施
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一般入試［第２期］　［問題］　 国語 2025 年2月26日実施
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一般入試［第２期］　［解答］　 英語・国語

英語 ２月26日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 ア ３

2 ウ 3

3 ウ 3

4 イ 3

5 イ 3

6 ア 3

7 ウ 4

8 イ 4

9 ウ 4

10 イ 4

11 ア 5

12 ア 3

13 ウ 3

14 ア 3

15 ア 3

16 イ 3

17 イ 3

18 ウ 3

19 イ 3

20 イ 3

21 イ 4

22 エ 3

23 ウ 3

24 ウ 3

25 ア 3

26 ウ 3

27 ア 3

28 イ 4
（完答）29 ア

30 イ 4
（完答）31 ウ

32 ウ 4
（完答）33 エ

英語 ２月27日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 ア 3

2 イ 3

3 ア 3

4 ウ 4

5 イ 3

6 ア 3

7 イ 3

8 イ 4

9 ウ 4

10 イ 4

11 ウ 5

12 ウ 3

13 ア 3

14 イ 3

15 ウ 3

16 ア 3

17 ウ 3

18 イ 3

19 ウ 3

20 ア 3

21 イ 4

22 エ 3

23 エ 3

24 ウ 3

25 エ 3

26 ア 3

27 イ 3

28 ウ 4
（完答）29 イ

30 エ 4
（完答）31 ア

32 イ 4
（完答）33 エ

国語 ２月27日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 イ 4

2 エ 4

3 エ 4

4 ウ 4

5 ア 4

6 ウ 4

7 イ 4

8 ア 4

9 エ 4

10 ア 3

11 ウ 3

12 イ 3

13 ア 3

14 エ 3

15 イ 3

16 ウ 5

17 ア 5

18 イ 5

19 エ 5

20 イ 5

21 エ 5

22 ア 5

23 ウ 5

24 エ 6

国語 ２月26日実施 総点 100

解答番号 解答 配点

1 ウ 4

2 ウ 4

3 ウ 4

4 イ 4

5 ア 4

6 ア 4

7 エ 4

8 イ 4

9 エ 4

10 ウ 3

11 イ 3

12 ウ 3

13 ウ 3

14 エ 3

15 ア 3

16 ウ 5

17 エ 5

18 ウ 5

19 イ 5

20 イ 5

21 エ 5

22 ア 5

23 ウ 5

24 イ 6
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